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「
教
育
Ｄ
Ｘ
に
係
る
当
面

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」
が
ア
ウ
ト
カ
ム

と
し
て
設
定
す
る
「
①
個
別

最
適
・
協
働
的
な
学
び
の
充

実
」、「
②
情
報
活
用
能
力
の

向
上
」、「
③
学
び
の
保
障
」、

「
④
働
き
方
改
革
へ
の
寄
与
」

を
実
現
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド

面
・
ソ
フ
ト
面
で
の
課
題
の

解
決
に
資
す
る
環
境
整
備
を

検
討
。
本
整
備
方
針
を
考
え

る
上
で
欠
か
せ
な
い
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
加
速
化

基
金
」
に
つ
い
て
記
述
し
た

上
で
次
の
９
項
目
に
つ
い
て

記
述
し
て
い
る
。

■
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
半
の
学
校
で
必
要
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
帯
域（
速
度
）が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
か

ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
必
要
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
速
度
が
確
保
で

き
て
い
な
い
学
校
及
び
不
具

合
の
原
因
を
特
定
し
て
必
要

に
応
じ
た
通
信
契
約
及
び
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
見
直
す
。

「
教
育
Ｄ
Ｘ
に
係
る
当
面

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」
で
は
「
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ま
た
は
移
動
通
信
シ
ス

テ
ム
（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
等
）
に
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
行

う
普
通
教
室
の
割
合
を
２４
年

度
ま
で
に
１
０
０
％
」、「
２５

年
度
ま
で
に
必
要
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
速
度
を
確
保
済
み
の

学
校
１
０
０
％
」
と
し
て
い

る
。
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

速
度
の
確
保
に
向
け
た
整
備

計
画
も
求
め
る
。

■
学
習
者
用
端
末

２
０
２
３
年
度
補
正
予
算

に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

加
速
化
基
金
の
経
費
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

地
方
負
担
分
３
分
の
１
に
つ

い
て
は
２４
年
度
地
方
交
付
税

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
今
後

５
年
間
を
か
け
て
端
末
更
新

が
行
わ
れ
る
。

高
等
学
校
に
つ
い
て
も
、

普
通
科
、
専
門
学
科
や
総
合

学
科
な
ど
多
様
な
教
育
内
容

に
応
じ
た
必
要
な
ス
ペ
ッ
ク

を
踏
ま
え
、
３
ク
ラ
ス
に
１

ク
ラ
ス
分
の
端
末
に
つ
い
て

の
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
保
護
者
の
理

解
も
求
め
な
が
ら
、
２４
年
度

内
に
１
人
１
台
環
境
が
実
現

す
る
整
備
を
求
め
る
。

■
学
習
者
用
端
末
の

利
用
環
境

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
表
計

算
ソ
フ
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
、
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
（
教
員

や
児
童
生
徒
同
士
が
つ
な
が

り
、
作
業
を
共
同
で
進
め
る

た
め
の
ツ
ー
ル
）
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
等
最
低
限
必

要
な
ツ
ー
ル
は
１
人
１
台
端

末
に
標
準
実
装
さ
れ
る
も
の

を
基
本
と
考
え
る
。
な
お
こ

れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
ク
ラ
ウ
ド

活
用
が
前
提
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
が
過
度

に
制
限
さ
れ
特
長
を
十
分
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
な
方
針
に
つ
い
て
は
見
直

し
を
求
め
る
。
ま
た
、
学
習

用
ツ
ー
ル
や
そ
の
他
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
動
作

が
過
度
に
重
く
な
る
も
の
は

避
け
、
か
つ
適
切
な
設
定
を

行
う
こ
と
と
す
る
。
現
行
整

備
方
針
で
求
め
ら
れ
て
い
る

学
習
用
サ
ー
バ
（
児
童
生
徒

の
学
習
デ
ー
タ
の
保
存
領

域
）
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ウ
ド

活
用
を
前
提
と
す
る
こ
と
に

よ
り
不
要
と
す
る
。

■
周
辺
機
器

大
型
提
示
装
置
や
実
物
投

影
装
置
は
１
人
１
台
環
境
に

お
い
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
必
要
な
周
辺

機
器
と
す
る
。
大
型
提
示
装

置
に
つ
い
て
は
、
現
行
整
備

方
針
策
定
時
よ
り
も
大
型
・

高
性
能
な
も
の
も
安
価
に
調

達
可
能
。
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
、
機
能
向
上
を
踏
ま

え
た
機
種
選
定
を
求
め
る
。

１
人
１
台
端
末
の
充
電
装

置
に
つ
い
て
は
、
端
末
の
持

ち
帰
り
学
習
が
進
み
、
充
電

保
管
庫
の
必
要
数
が
相
対
的

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
整
備
す
る
こ
と
と
す

る
。
１
人
１
台
端
末
の
バ
ッ

テ
リ
ー
損
耗
や
児
童
生
徒
の

充
電
忘
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
充
電
な
ど
も
想
定
。

■
教
員
が
使
用
す
る
端
末

教
員
数
分
の
指
導
者
用

（
授
業
用
）
端
末
を
整
備
す

る
。
運
用
上
の
工
夫
も
行
い

な
が
ら
、
指
導
主
事
を
始
め

子
供
の
指
導
に
関
わ
る
多
様

な
職
員
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
職
員
室
等
に
固
定

さ
れ
、
授
業
準
備
等
に
し
か

用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
端

末
や
古
す
ぎ
て
実
務
上
の
使

用
に
耐
え
ら
れ
な
い
端
末
は

指
導
者
用
端
末
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
。
指
導
対
象
の
学

年
に
よ
っ
て
は
、
指
導
者
用

端
末
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

と
い
う
意
見
も
記
述
。

校
務
用
端
末
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
、
必
要
な
教
職
員

が
必
要
な
場
面
で
端
末
を
利

用
で
き
る
環
境
と
す
る
。
働

き
方
改
革
の
観
点
か
ら
適
切

な
表
示
領
域
を
確
保
し
て
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に

も
留
意
。

■
次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
環
境

ク
ラ
ウ
ド
対
応
の
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
め

る
と
と
も
に
、
校
務
用
サ
ー

バ
（
現
行
整
備
方
針
で
は
オ

ン
プ
レ
ミ
ス
で
の
整
備
を
想

定
）
を
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
移

行
す
る
。

学
習
系
・
校
務
系
シ
ス
テ

ム
を
円
滑
に
接
続
さ
せ
そ
れ

ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
デ

ー
タ
を
低
コ
ス
ト
・
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
連
携
。
学
校
の
業

務
に
関
す
る
主
要
な
シ
ス
テ

ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等
が

起
き
た
場
合
に
も
業
務
の
継

続
性
を
確
保
。
強
固
な
ア
ク

セ
ス
制
御
に
基
づ
く
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
十
分
講
じ
た

上
で
の
学
習
系
・
校
務
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
、
ク
ラ

ウ
ド
環
境
で
活
用
可
能
な
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ

連
携
基
盤
等
を
整
備
す
る
た

め
段
階
的
に
進
め
る
。

■
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

マ
ル
ウ
ェ
ア
を
防
ぐ
機
能

に
つ
い
て
は
、
学
習
者
用
端

末
や
指
導
者
用
端
末
に
お
い

て
は
、
Ｏ
Ｓ
標
準
で
備
わ
っ

て
い
る
機
能
の
利
用
を
前
提

と
す
る
（
「
マ
ル
ウ
ェ
ア
か

ら
端
末
を
保
護
す
る
機
能
」

「
ス
ト
レ
ー
ジ
に
デ
ー
タ
を

暗
号
化
し
て
保
存
す
る
機

能
」
な
ど
）
。
児
童
生
徒
用

端
末
を
対
象
に
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
整
備
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
学
校
外
で

も
有
効
と
な
る
環
境
と
す

る
。
次
世
代
校
務
Ｄ
Ｘ
環
境

整
備
を
今
後
段
階
的
に
進

め
、
環
境
に
応
じ
て
多
要
素

認
証
等
、
強
固
な
ア
ク
セ
ス

制
御
に
基
づ
く
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
を
行
う
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
体
制

引
き
続
き
４
校
に
１
人
の

目
標
水
準
を
目
指
し
て
配
置

を
促
進
し
つ
つ
、
学
校
を
巡

回
し
て
の
支
援
、
集
中
・
集

約
さ
れ
た
支
援
拠
点
か
ら
の

遠
隔
対
応
も
含
め
た
支
援
、

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
支

援
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
及

び
学
校
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
に

応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
体
制
の

構
築
を
推
進
す
る
。

■
そ
の
他

現
状
で
は
１
人
１
台
端
末

に
標
準
実
装
さ
れ
た
学
習
用

ツ
ー
ル
の
ほ
か
に
も
多
様
な

ツ
ー
ル
が
活
用
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
今
後
、
技
術
の

進
展
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
る

ツ
ー
ル
も
変
容
し
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

の
様
々
な
状
況
に
応
じ
、
多

様
な
ツ
ー
ル
の
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省

に
お
い
て
継
続
的
に
検
討
す

る
。

次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
方
針
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
第
５
回
）
が
６
月

２４
日
に
開
催
さ
れ
取
り
ま
と
め
（
素
案
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
方
針
で
は
、
現
行
整
備
方
針
の
骨
格
を
維
持
し
つ
つ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
等

で
急
速
に
進
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
よ
り
顕
在
化
し
た
課
題
に
対
応
す
る
方
向
だ
。
本
整

備
指
針
は
、
地
方
財
政
措
置
の
も
と
と
な
る
。
な
お
デ
ジ
タ
ル
教
材
等
に
つ
い
て
は

「
教
材
整
備
方
針
」
が
２
０
２
０
年
度
か
ら
１０
年
間
、
事
務
機
器
に
つ
い
て
は
「
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た
め
の
事
務
機
器
整
備
５
か
年
計
画
」
が
２
０
２
０
年
度
か

ら
５
か
年
計
画
で
措
置
さ
れ
て
い
る
。

東
京
藝
術
大
学
は
２
０
２
３
年

度
よ
り
４０
の
機
関
（
２４
年
６
月
時

点
）
と
連
携
し
て
「
共
生
社
会
を

つ
く
る
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
共
創
拠
点
」
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
ア
ー
ト
、
福
祉
、
医

療
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
の
壁

を
超
え
て
協
働
的
に
研
究
し
な
が

ら
、
人
々
の
間
に
つ
な
が
り
を
つ

く
る
文
化
・
芸
術
活
動
「
文
化
的

処
方
」
を
開
発
。
様
々
な
原
因
で

生
じ
る
「
孤
独
・
孤
立
」
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
学
の
伊

藤
達
矢
教
授
（
社
会
連
携
セ
ン
タ

ー
）
は
「
年
齢
、
性
別
、
文
化
的

背
景
、
障
害
、
経
済
格
差
な
ど
と

い
っ
た
垣
根
を
越
え
て
、
多
様
な

人
々
が
フ
ラ
ッ
ト
に
参
加
で
き
る

社
会
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
『
こ

こ
ろ
の
豊
か
さ
』
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
『
文
化
的
処

方
』
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
社

会
的
制
度
の
提
案
や
各

種
取
組
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
多
く
の
人

々
が
社
会
に
参
加
で
き

る
回
路
を
作
り
、
高
齢

に
な
っ
て
も
生
産
的
活
動
に
参
加

で
き
、
社
会
へ
接
続
す
る
機
会
を

よ
り
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
幸

福
度
の
上
昇
、
新
し
い
経
済
価
値

の
創
出
、
社
会
保
障
費
の
負
担
の

軽
減
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で

新
し
い
芸
術
鑑
賞
体
験

共
創
拠
点
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
の
取
組
を
３
つ
紹
介
す

る
（
カ
ッ
コ
内
は
協
働
企
業
）
。

■
網
膜
投
影
型
視
覚
支
援
デ
バ
イ

ス
（
Ｑ
Ｄ
レ
ー
ザ
）
＝
視
覚
障
害

が
あ
る
人
の
ア
ー
ト
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
。
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
網
膜
に

直
接
投
影
す
る
こ
と
に
よ
り
視
力

が
極
端
に
低
い
人
で
も
、
人
の
表

情
や
掲
示
物
を
見
た
り
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
撮
影
し
た
り

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

■
み
ど
こ
ろ
ウ
ォ
ー
ク
（
空
間
体

験
型
Ｖ
Ｒ
）
（
大
日
本
印
刷
）
＝

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
お
け
る
空
間

圧
縮
技
術
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
実

空
間
で
広
大
な
仮
想
空
間
を
歩
き

回
る
体
験
が
で
き
る
。
単
な
る
Ｖ

Ｒ
体
験
で
は
な
く
、
人
々
が
共
有

空
間
で
互
い
に
交
流
し
、
芸
術
作

品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
次
世
代
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
）
＝
同
社
の
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
とAmazonAlexa

が
連

携
し
、
高
齢
者
の
地
域
見
守
り
や

ア
ー
ト
を
介
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
、
住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と
を
目
指

す
。

ア
ー
ト
の
持
つ
創
造
力
で

社
会
課
題
を
発
見
し
対
応
す
る

「
社
会
的
な
課

題
は
、
最
初
は
ひ

っ
そ
り
と
社
会
の

ど
こ
か
に
潜
ん
で

お
り
、
誰
も
フ
ォ

ロ
ー
に
入
ら
な
い
う
ち
に
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
、
気
付
い
た
頃
に

は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
課
題
に
気
付
く
力
、

今
必
要
な
物
事
や
必
要
な
何
か
を

自
分
た
ち
で
作
り
出
し
て
い
く
力

が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
人
の
心

を
動
か
す
こ
と
に
何
百
年
も
取
り

組
ん
で
き
た
ア
ー
ト
が
持
つ
創
造

力
が
適
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

異
な
っ
た
分
野
を
結
び
付
け
、
新

し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る

創
造
力
を
医
療
、行
政
、企
業
と
と

も
に
共
有
で
き
る
ア
ー
ト
ベ
ー
ス

ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
芸
術
の

総
合
知
）で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

期
限
で
あ
る
２
０
３
０
年
以
降
の

持
続
可
能
な
未
来
の
形
を
描
い
て

い
け
れ
ば
」

こ
う
し
た
創
造
力
は
、
誰
も
が

持
っ
て
い
る
も
の
。
し
か
し
多
く

の
人
が
そ
の
存
在
に
気
付
か
ず
に

過
ご
し
て
い
る
と
い
う
。
共
創
拠

点
に
は
川
崎
市
や
愛
媛
県
な
ど
全

国
９
自
治
体
も
参
画
し
て
い
る
。

２３
年
４
月
、
東
京
藝
術
大
学
に

横
断
研
究
領
域
「
芸
術
未
来
研
究

場
」
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
中
に

「
ケ
ア
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
領
域
が
設
置
さ
れ
た
。
今
回

の
共
創
拠
点
も
そ
の
領
域
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。

同
学
で
は
、
ケ
ア
と
ア
ー
ト
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
結
び
つ
け
た
創

造
力
の
可
能
性
を
、
今
後
さ
ら
に

追
求
し
て
い
く
考
え
だ
。

（
蓬
田
修
一
）

１人１台端末・クラウド活用というデジタル学
習基盤を前提とした学びの在り方を実現できる
新しい教育課程について具体的な討議が各方面
で進んでいる。目標は「社会をともに創る力の
育成」だ。教員に過度な負担感がないように進
めるためには様々な面から環境を構築・見直す
必要がある

２～５面 学校業務改善を進める
多様な視点からの学校業務改善例を紹介。学校
徴収金に関する業務を共同事務室単位で導入し
た事例、教員にサブディスプレイを配備した事
例、ネットワーク環境を始めすべての教育環境
の更新時期をそろえて業務改善に資する環境を
構築した事例、クラウドツールの利用ほか

６面 NEW EDUCATION EXPO報告
NEW EDUCATION EXPO が東京及び大阪
と各サテライト会場で開催。全国ＩＣＴ教育首
長サミットでは先進自治体の首長・教育長がＮ
ＥＸＴＧＩＧＡに向けた施策を説明。泰山教授
（中京大学）と三井准教授（山梨大学）は探究
的な学び等に関する参加者の質問に答えた

学
校
が
地
域
や
社
会
と
連

携
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か

し
た
教
育
を
展
開
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
情

報
化
を
専
門
的
に
扱
う
企
業

等
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い

時
代
と
な
っ
た
。

熊
本
県
高
森
町
（
古
庄
泰

則
教
育
長
）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
先
進
地
域
で
あ
り
、
外

部
と
の
連
携
も
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
度

か
ら
は
、
地
元
の
テ
レ
ビ
局

（
Ｋ
Ａ
Ｂ
）
と
連
携
す
る
こ

と
で
外
部
機
関
の
専
門
性
を

活
か
し
た
学
び
の
支
援
を
進

め
て
い
る
。
高
森
町
立
高
森

東
学
園
義
務
教
育
学
校
（
梅

田
幸
博
校
長
）
は
、
「
自
立

し
た
学
び
」
を
異
学
年
の
学

習
形
態
で
研
究
し
て
い
る
。

前
期
課
程
と
後
期
課
程
が
一

緒
に
グ
ル
ー
プ
編
成
を
し

て
、
学
習
リ
ー
ダ
ー
が
進
行

し
な
が
ら
授
業
を
展
開
す
る

「
学
習
ガ
イ
ド
」
で
学
び
を

深
め
て
い
る
。
そ
の
異
学
年

の
学
習
形
態
の
中
で
、
子
供

た
ち
主
導
で
テ
レ
ビ
局
と
連

携
し
て
地
域
の
観
光
の
活
性

化
に
向
け
て
熊
本
地
震
か
ら

復
興
を
遂
げ
た
南
阿
蘇
鉄
道

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
た
企
画

書
を
も
と
に
、
テ
レ
ビ
局
に

企
画
を
提
案
し
、
企
画
内
容

や
こ
れ
か
ら
行
う
情
報
収
集

に
つ
い
て
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ

ッ
フ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
お
り
、
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

質
問

シ
ー
ト
」
を
共
有
し
て
、
い

つ
で
も
質
問
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
映
像
制

作
に
必
要
な
素
材
の
選
定
や

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

よ
り
質
の
高
い
動
画
を

制
作
す
る
こ
と
が
で
き

た
。学

校
が
外
部
と
連
携

し
て
学
習
を
支
援
す
る

際
、
外
部
機
関
に
任
せ

っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
。
高

森
町
の
異
学
年
の
取
組

の
よ
う
に
、
子
供
た
ち

の
自
立
し
た
学
び
を
中

心
に
据
え
て
外
部
と
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
で
、
連
携
す
る
本
来

の
目
的
が
明
確
に
な
る

だ
ろ
う
。
外
部
連
携
の

好
事
例
と
い
え
る
。

日
本
教
育
工
学
協
会
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
積

極
的
な
地
域
を
認
定
す
る

「
学
校
情
報
化
先
進
地
域
」

に
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
認

定
さ
れ
、
６
月
１２
日
に
熊
本

県
庁
で
認
定
証
授
与
式
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
日
本
教
育
工
学
協

会
か
ら
山
本
朋
弘
副
会
長

（
中
村
学
園
大
学
教
授
）が
白

石
伸
一
・
熊
本
県
教
育
長
と

岸
良
優
太
・
熊
本
県
教
育
庁

教
育
政
策
課
長
に
認
定
証
を

授
与
し
た
。
県
で
は
２
０
２

４
年
２
月
、
す
べ
て
の
県
立

学
校
（
政
令
指
定
都
市
で
あ

る
熊
本
市
除
く
）
が
学
校
情

報
化
優
良
校
と
し
て
認
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
熊
本
県
教
育

委
員
会
と
し
て
の
学
校
情
報

化
先
進
地
域
認
定
を
目
指
し

申
請
。
書
類
審
査
・
訪
問
審

査
を
経
て
本
年
３
月
２９
日
に

認
定
さ
れ
た
。
な
お
現
在
ま

で
に
県
内
の
高
森
町
、
山
江

村
、
産
山
村
、
益
城
町
、
氷

川
町
、
大
津
町
、
水
上
村
、

八
代
市
、
嘉
島
町
の
９
市
町

村
が
学
校
情
報
化
先
進
地
域

と
し
て
認
定
済
。

学
校
情
報
化
優
良
校
の
認

定
を
受
け
た
学
校
が
自
治
体

で
一
定
の
割
合
に
達
し
た
地

域（
応
募
基
準
は
８
割
以
上
）

を
学
校
情
報
化
先
進
地
域
と

し
て
日
本
教
育
工
学
協
会
が

認
定
。
学
校
情
報
化
優
良
校

認
定
に
は
学
校
情
報
化
診
断

シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と

で
各
校
か
ら
申
請
で
き
る
。

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

第１月曜日発行

地域・学校が連携・協働
チームで課題を共有・解決
地域・学校が連携・協働
チームで課題を共有・解決

紙 面 案 内紙 面 案 内

文月・七夜月・愛逢月

■紙面問合せ
�kks@kknews.co.jp

■購読申込みはこちら→

月曜日

国民安全の日（７／１）
ユネスコ加盟記念の日（７／２）
最高気温記念日（７／２５）

■Ｘ（旧 Twitter)
@kyoikukatei

日

（令和６年）

第 ２ ２ ５ ５ 号

1月

2024年

7

次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
方
針

素
案
を
検
討

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

文
科
省

必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
速
度
を
確
保

大
型
・
高
性
能
な
大
型
提
示
装
置
な
ど

異学年・テレビ局スタッフとの学習の様子

東京藝術大学

（１） ２０２４年（令和６年）７月１日（月曜日）

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパスススススススススススススススススススススススススＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパススススススススススススススススススススススススス

分
野
を
超
え
て
共
同
研
究

「
文
化
的
処
方
」を
開
発

学
校
情
報
化
先
進
地
域

熊
本
県
が
認
定
都
道
府
県
で

全

国

初左から岸良課長、白石
教育長、山本副会長

第１２１回

網
膜
投
影
型
視
覚
支
援
デ
バ
イ
ス
に
よ
り
レ

ー
ザ
ー
光
線
を
網
膜
に
直
接
投
影
し
て
目
が

見
え
に
く
い
場
合
も
見
え
る
よ
う
に
す
る
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！

～熊本県高森町の外部連携から～～熊本県高森町の外部連携から～37異学年でテレビ局と番組づくり37異学年でテレビ局と番組づくり


